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海洋資源の利用と管理

カナダ ・イヌイット社会における海洋資源の利用

と管理:ヌ ナヴィクのシロイルカ資源の場合*

岸　上　伸　啓

(1)問 題の所在

　資源 とは、 ある目的に利用されるもととなる物資や人材、情報、知識を意味する

(岸上1999a:64)。 資源の有用性や経済的な価値は文化 や時代、地域 ごとに異 なる

(秋道1997)。 ある地域や時代の人間集団にとって有用な資源であって も、別の地域

や時代ではそうでない場合がある。例えば、かって欧米の主流社会の人々にとってク

ジラ(の 髭や鯨油)は 産業用資源であったが、現在では自然の シンボルであり(Peter

son　1993)、 保護すべき対象である。一方、北米の極北先住民や日本人にとってはク

ジラは食料資源であるのみな らず、重要な社会 ・文化的な資源である(Freeman　 et

al.1998:19-57;Iwasaki-Goodman　 and　Freeman　 1994)0

　資源の利用や開発にっいて も利用者間に差異が見 られ、無計画な略奪的な資源開発

は地球環境に悪影響を及ぼすことがある。フィリピンにおける森林資源は、政府、私

企業、地域住人など政治経済力に格差のある複数の集団によって重層的に利用 されて

いる(葉 山1999)。 このような場合には、国家の中に組み込まれている先住民は社会

の少数派として他の利用者か ら見ると不利であることが多い。さらに外部か らの一方

的な資源の開発は、資源 自体 の枯渇化のみならず、先住民が生活の場 となる環境その

ものの破壊につながることが多い。また、フィリピン南部地域の漁民 による生活のた

めのダイナマイ ト漁には、 自らの環境や漁業資源を破壊 して しまうという一面がある

(赤嶺1999)。 政治経済的 に弱者の立場にある少数派先住民や地域住民による資源の

利用 と管理のあり方が、それ以外の人々の資源開発や利用 と共存できうるような方策

が模索 されるべきである。

　資源問題に関する文化人類学的研究(資 源人類学 と呼んでおきたい)の 目的のひと

っは、地球環境を破壊す ることなく、資源を人類全体が将来も持続 して利用 しうるよ

うにしなが ら、先住民やその他の人々が日々の生活においてその資源を利用すること

を可能 にするたあにはどのような方策や選択肢があるかを調査 し、提言することであ

る(岸 上1999a:73)。 そして資源問題を真に理解するためには、資源 自体 の生態的な

条件 とそれを利用す る側の文化 と社会の条件をともに研究することが不可欠である

一29一



人文論究　第70号

(秋道1999:101)。 そのためには各地域 におけるさまざまな資源の利用や管理の実態

を現地において調査することが必要となる。

　本稿ではカナダ極北地域のイヌイットが食料資源 としている海棲回遊動物 シロイル

カに焦点を当て、 シロイルカのような再生可能な海洋資源をいかに管理 し、持続的に

利用 していくかという問題を考えてみたい。 カナダ ・ヌナヴィク(Nunavik)の アク リ　 ゆ

ヴィク村(Akulivik)の 事例を取 り上げ、 シロイルカ資源の利用 と管理について紹介す

る(注1)。

(2)資 源 と して の シロイル カ

　北 米 の極 北沿岸地域 の海中 に生息 してい るシロイルカ は、小型 の クジラであ り、 ベ

ル ガク ジラ(beluga　 whale)や シ ロク ジラ(white　 whale)と 一 般 に呼 ばれて いる。

イ ヌイ ッ ト名 は ヒ(キ)ラ ル ガク(gllalugak)で 、 学名 はDe!phinapterus　 leucasで

あ る。 シロイル カの体長 はオスで約4か ら6メ ー トル、 メスで約4メ ー トルであ る。

その体重 はオ スで最大約1000キ ロ グ ラム、 メ スで最 大約700キ ロ グ ラム にな る(Grave

sand　 Hal11988:26)。 シ ロイル カは15頭 あ ま りか らな る群(グ ル ープ)を 形 成 し、

行動 を と もにす る習性 を もち、季節 的 に回遊 す る。

　大 型 の シロイル カ1頭 あた りか らは約200キ ロ グラムの肉、約50キ ロ グ ラムのマ ッ

タック(脂 肪付 き皮部)、 約300リ ッ トルの油(脂 肪)を 取 ることが で きる。 カナ ダの

極北 沿岸 に住 むイ ヌイ ッ トは肉や マ ッタ ックを食料 資源 として、脂肪(油)を 燃料 資

源 と して利用 して きた。 カナ ダのハ ドソ ン湾 や ウ ンガヴ ァ湾 で は1850年 か ら1900年 頃

にか けて・、ドソ ン湾会 社(the　 Hudson's　 Bay　 Company)に よ って数千 頭 に もお よぶ

シロイル カが鯨 油を取 る と言 う商業 目的で捕獲 され、個体総数 が激減 した ことが知 ら

れてい る。現在 で は、 シロイル カの商業 捕獲 は行 われて お らず、 主 にイ ヌイ ッ トによ

って食料 資源 と して利用 されて いる。

(3)ヌ ナヴィク地域におけるシロイルカ資源の管理 と問題点

3-1　 現状

　ケベック州極北地域ヌナヴィクのイヌイ ットはマッタックを珍味として好み、夏か

ら秋にかけて シロイルカを捕獲 している。極北地域全体で見 るとシロイルカ自体は絶

滅の危機 に瀕 している生物種ではないが、ヌナヴィク周辺ではかっての商業捕獲のた

めに個体数が減少 しており、資源 として持続的に利用するためには個体数の維持 とい

う管理が必要であると生物学者によって言われている。ヌナヴィク周辺には3っ のシ

ロイルカのグループ(東 部ハ ドソン湾 グループ、西部ハ ドソン湾グループ、ウンガヴァ

湾グループ)が 生息 し、ハ ドソン海峡で越冬 している。特に、 ウンガヴァ湾の シロイ

ルカのグループは頭数の上で危機の状態にある。

　 シロイルカはカナダ連邦政府の管轄下にある生物である。ヌナヴィクの陸地は行政
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上、 ケベ ック州政府 の管 轄下 であ るが、周辺 の海洋 や島喚 はヌナ ヴ ト準州政 府や連邦

政府の管轄下 にある。 ケベ ック州 ヌナヴ ィクの クー ジュア ラー ピクの東方海上 にある

ベル チ ャー群 島 のサニキ ロア ックに住 むイ ヌイ ッ ト(ヌ ナ ヴ ト準 州所属)も ヌナヴ ィ

クの イヌイ ッ ト同様、 ハ ドソ ン湾 東岸 の シロイル カ資源 を捕獲、利 用 してい るが、管

理や捕獲制 限 にっ いて異 なる規則 が適用 されて いる とい う問題 が生 じて い る。

　 資源 の現状 を知 り、過 剰捕獲 を阻止 し、 かっ イヌイ ッ トが資源 を より公正 に利用で

きるよ うにす るために、 北 ケベ ック ・イヌイ ッ ト全体 を代 表す る政 治 ・経済 団体 マキ

ヴィク(Makivik　 Corporation)の 資 源調 査 部 とカナ ダの漁 業海 洋省(Department　 of

Fisheries　 and　 Oceans,　 D.F.0)の 職 員、 イ ヌイ ッ トのハ ンター は ウ ンガ ヴ ァ湾 とハ

ドソン湾東岸 で シロイルカ に関す る調査 を行 って きた。 ヌ ナヴ ィク周辺 の シロイル カ

の個体 数、移動 経路、生息 海域、 出産場所、習性 な どを把 握す るために、 シロイル カ

の生 態 に係 わ る民俗知識 にっ いてハ ンターか らの聞 き取 り調査、頭数 や群 についての

航空 機 を用 いた調 査、 陸地か らの定点 観察、 遺伝子 分析(注2)、 地 域移動 に関 す る

遠距 離計測器 を利用 した調 査 などが約20年 前 か ら実施 されて きた。

　 現 在 、 ヌナ ヴ ィクの イ ヌイ ッ トはマ キ ヴ ィク とカ テ ィ ヴ ィク地域 政 府(Kativik

Regional　 Government=ヌ ナ ヴ ィク地域 の地方 自治 体)を 通 して、 そ して漁業海洋 省

の協 力を得て、 シロイルカの個体数 の減少 を防止 しよ うと して いる。 ま た、 マキ ヴ ィ

クは ヌナ ヴ ト準 州政府 と シロイル カにっ いて相 互狩猟権(reciprocal　 hunting　 rights)

につ いて話 し合 いをすす めて いる。

　 近年 、極北地域 で はコ ンデ ンサ ーや トラ ンスな どさまざまな電気機器 に使用 されて

いるPCB、 殺 虫剤 ・農薬 に含 まれ るDDT、 水 銀 な ど残留 性有機 汚染物 質(POPs)に よ

る環 境汚染 が問題 にな って い る(Nuttall　 1998;井 口1998:10-11;McGinn　 2000:145-

146)。 高 緯度地 域で は 日照時間 が6ヶ 月 に満 たず、厳寒 の ために分解や代謝 作用 が遅

いので残 留性有機 汚染物質 は滞留期 間が長 い。 そ して それ らの物質 は食物 連鎖 を通 し

て魚 や海 棲哺乳類 な ど海洋生物 の体 内に高 濃縮 されて しま う。 例え ば、 マ ッタ ックの

一 口分 には1週 間の許 容 を越す と考 え られ るPCBが 含 まれてい ることが あると言 う
。

また、 イ ヌイ ッ トの女 性 の母乳 か らカナ ダ南部 に住 む女性 の母 乳の2倍 か ら10倍 の 高

濃度 のPCBが 検 出 され てい る(McGinn　 2000:146)。 イ ヌイ ッ トは地 元 にあ る食料 資

源 を食 べ る ことによ って、健 康上 の問題 に直面す ることにな る(Ayotte,　 et　a1.1995;

Barrie　 et.al.1992;Dewailly　 et　 al.1994;Egede　 1995;Kinloch　 et.　al.1992;

Kuhnlein　 1995;ONeil　 et　a11997;Wormorth　 1995)(注3)。 この ため1990年 代 に

入 り、 マキ ヴィクの調 査部 では クー ジュア ックに調査 セ ンターをつ くり、動 物資源 の

安 全性 の検 査 を実施 しは じめ た。

3-2　 ヌナ ヴ ィクにお ける シロイルカの資源管理 にっ いて

　 ヌナ ヴィク地域 にお ける シロイル カ資源 の管理 は、政 府関係者 と資源利 用者 であ る

イ ヌイ ッ トの共同管理(co-management)ゐ 一 種で ある。 イヌイ ッ トの側 にイニ シアテ ィ
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ヴがある点が この共同管理の特徴である。 ここではシロイルカ資源の管理の現状にっ

いて報告をする。

3-2-1　 捕獲頭数の割 り当て制

　ヌナヴィクではシロイルカは1996年 から2000年 の春まで5年 間、管理計画のもとに

ある。マキヴィクと漁業海洋省 は1年 間で総計約240頭 まで捕獲可 という試算のもと、

ヌナヴィクの村役場、狩猟漁労 ワナ猟協会(HFTA)(注4)、 地元のハ ンターと話

し合い、各村ごとの年間捕獲クオータを決定 した。ヌナヴィク地域の村ごとの捕獲割

り当て頭数は、表1の 通 りである(地 図1参 照)。

地図1　 ヌナヴィク村名 とシロイルカ年間捕獲割 り当て頭数(1999年10月1日 現在)
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　　村名

クー ジュア ラー ピク

ウ ミウヤ ック

イヌク ジュアク

プ ヴ ンニ ツ ック

アク リヴィク

イ ヴイヴ ィク

サル イ ト

カ ンギス ジュア ック

クアタ ック

カ ンギス ク

ア ウパ ルク

タシウヤ ック

クージュア ック

カ ンギスアル ジュア ック

捕獲割り当て頭数

15頭

15頭

15頭

15頭

15頭

30頭

30頭

29頭

29頭

10頭

10頭

10頭

10頭

10頭

表1　 ヌナヴィク地域における村別の年間 シロイルカ捕獲割 り当て頭数

　　　　 (1999年10月1日 現在)

　 1999年 の時点では調査地アク リヴィク村への割り当て頭数は15頭 であった。なお、

この捕獲割 り当て頭数は一種の内規ないしは目標であり、州や国による法的な制裁を

伴 うものではない点を強調 しておきたい。ハ ドソン湾側の各村において捕獲割 り当て

頭数に達 した後 には、7月 以降はイヌクジュアク村以北の沿岸海域で捕獲 しなければ

ならないと決あられている。

3-2-2　 シロイルカの禁猟区の設定と禁止 ・警告事項

　マキヴィクの調査部による調査をもとに、ヌナヴィクの沿岸地域にシロイルカの禁

猟区が設定された。

　ウ ンガヴァ湾のマカ リク川(Mucalic　 River)の 河 口はシロイルカの幼獣が成育す る

場所であるので、捕獲は全面的に禁止 されている。 さらにウンガヴァ湾ではクアタッ

ク村より以北の海域で シロイルカを捕獲 しなければな らないと決められている。ハ ド

ソン湾のナスタプカ川(Nastapoka)の 河口はシロイルカの幼獣が成育する場所で

あるので、狩猟禁止期間が設定されている。

　また、禁止事項 として シロイルカの幼獣 は取 ってはな らないとされている。さらに

海獣は年を経るごとにPCBや 水銀を体内に蓄積 していくので、 シロイルカの老獣は

なるべ く食べないようにとの警告がマキヴィクの調査部か ら出されている。
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(4)シ ロイル カの捕獲 と分配:1999年10月 の アク リヴィク村 の事 例

　 カナ ダ極北地域 の先住民 社会で は1960年 代 以降、パ ン、缶詰食 品、乾燥食 品な どが

大量 にカナ ダ南部 か ら運搬 され、消費 され るよ うにな って きた。食 料消費 のパ ター ン

は、 カナ ダのキー ワテ ィン地 域や ヌナ ヴィグ地域で実施 され た調査 が示す よ うに、若

い世代 の イヌイ ッ トの間 では店で購入 す る食料品へ の依 存度が高 ま り、狩猟 や漁労へ

の依 存度が低 下 して きて い る(Thouez　 et.　a1,1989;Moffatt　 et.al.1994)。 しか しな

が ら全体 的 な傾 向 と して陸海 獣の肉 や魚 を中心 とす る伝統 食(カ ン トリー ・フー ド)

は イ ヌイ ッ トの主食 で あ り続 けて いる(Sante　 Quebec　 1995;Wein　 et.　a1.1996)。

　 現在 の アク リヴィク村 において は、 その周辺 地域 に生息 して いる ワモ ンアザ ラシ、

アゴ ヒゲ アザ ラシ、 シロイルカ、 セイウチ、 ホ ッキ ョクグマ、 カ リブー、 ホ ッキ ョク

イワナ、 コクチマス、陸封 性 ホ ッキ ョクイワナ、 ホ ワイ ト・フィ ッシュ、 ライチ ョゥ、

カナ ダ ・ギ ース、 スノー ・ギース、 カモ、鳥 の卵、野 イチ ゴ類、 ウニ、 海草類 な ど動

植物 を食 料資源 と して利 用 してい る。 この中で シロイルカ、 アゴ ヒゲァザ ラ シ、 セイ

ウチ、 ホ ッキ ョク グマ、 カ リブー は相対的 に大 型獣で あ るため、 その肉や その他 の部

分 は他 のハ ンターや多数 の村人 に分配 され る。

　 アク リヴィク村 のイ ヌイ ッ トの間で は地元 の生協 で購入 す る食料品 が食 事の中 に し

ある比重 が増 大 して きて いるが、 アザ ラ シの肉、 カ リブーの肉、 ホ ッキ ョクイ ワナな

ど伝統食 が中心 的 な食料 で ある と言 え る(岸 上1999b)。 ア ク リヴ ィク村 では、他 の

イヌイ ッ トの村同様、 シロイルカのマ ッタ ックは美味 なる食料 として珍重 されてお り、

イ ヌイ ッ トが好 んで入手 しようとす る伝統食 のひ とつで ある。 ア ク リヴ ィク村 にお け

る生 業 の年周期 は表2に 要 約す る通 りで ある。

月(1年)

123456789101112

主な捕獲対象物

霞
000000000000

陸封性 ホ ッキ ョクイ ワナ 000000000000

ホ ワ イ トフ ィ ッ シ ュ
、

000000000

000000000000

ア ゴヒゲ アザ ラシ 00000000000.0

シロイル カ 00000

セイ ウチ 0

ホ ッキ ョクグマ 000000000

OOOOOOOOOOOO
ス ノ ー ・ギ ー ス 0000

一34一



海洋資源の利用と管理

カナ ダ ・ギース 00000

カモ 0000000

カモの卵 O

ライチ ョウ 000000000000
ベ リー類 ○ ○

　　 表2　 アク リヴィク村の狩猟 ・漁労活動の1年(1999年 現在)

(注)網掛けは 中心的な捕獲物(食 料)を 示す。○は捕獲期、◎は捕獲の最盛期を示

　す。

　アク リヴィク村周辺では6月 か ら10月 にかけてシロイルカがケープ ・ス ミス島の近

くを回遊する。特 に10月 頃には南か ら北上する群がアク リヴィク村周辺を通過する。

また、同時期には北方に180キ ロあまり離れたイヴイヴィク村付近の海域に多数の シ

ロイルカが越冬のたあに集合する。

　アク リヴィク村のイヌイッ トによるシロイルカの捕獲には、個々のハ ンターが20か

ら4α罵力の船外機付き小型ボート(全 長約4メ ー トル)を 利用 して行う狩猟と大型ボー

ト(全 長約12メ ー トル)を 利用 して行 う狩猟の2種 類がある。前者ではアクリヴィク

村の近 くにあるケープ ・ス ミス島の周辺で、後者の場合にはイヴイヴィク村の周辺で

狩猟が行われる(注5)。 アク リヴィク村には1999年 の時点で大型ボー トが3隻 あ り、

1隻 は村が所有 し、2隻 は私有である。獲物の分配には、捕獲量や捕獲者(主 体)に

よって違いが見 られた。

　ここではケベック州ヌナヴィクのハ ドソン湾側にあるアクリヴィク村のハ ンターに

よる1999年10月 のシロイルカ猟と獲物の分配 を紹介する。

4-1　 船外機付 き小型ボー トを利用するシロイルカの捕獲 と分配

4-1-1　 捕獲方法

　ハ ンター1人 か ら3人 が1組 になる。船外機付 き小型ボー トで出猟する場合には小

型ボー トは単独で村を出るが、多 くの場合、狩猟場で他のボー ト数隻と合流する。ケー

プ ・ス ミス島の南側の中央部には小高い丘があり、海を見渡す ことができる。アク リ

ヴィク村のハ ンターたちはその丘にのぼり、双眼鏡を利用 してこの季節に北上 してく

るシロイルカの群を発見 しようとする。

　シロイルカが陸の近 くを回遊 している場合には、丘の上からライフルで しとめるこ

とがある。 しか し、多 くの場合は、発見後、小型ボー トで シロイルカを追跡する。 シ

ロイルカは危険を感 じると、浅瀬 に逃げ込んだ り、陸や断崖の水際に接近する習性を

持っている。 この習性を利用 してハ ンターは発見 したシロイルカを浅瀬か陸地の方へ

と追い込み、十分に近づいた後、 ライフルをうってから、大 きな浮 き(現 在 はプラス

チ ック製石油缶)に ひもによって連結されている離頭鈷を打ち込む。時々、鈷を打ち
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込んだ後にライフルで殺す こともある。 この狩猟には錆を獲物に打ち込むというハ ン

ターで しか味わ うことのできない心を躍 らせるような醍醐味がある。傷っいたシロイ

ルカは逃げるが、浮 きがっいているので海底に没することはない。 シロイルカが死ぬ

と、それを近 くの浜辺か磯へ小型 ボー トで曳航 し、そこで解体をする。マ ッタックや

肉は通常、その日のうちに村 に持ち帰 られる。10月 にはアク リヴィク村のハ ンターは、

朝9時 頃に村を出て、 日没後(5時30時 頃以降)に 村へ帰 って くる(注6)。

　 ここでは4事 例を報告 しておく。

　 事例1

　 1999年10月14日(木 曜日)に は、3艘 の船外機付 き小型ボー トがケープ ・スミス島

の南側へ出猟 したが、 シロイルカを捕獲できなかった。小型ボー トの1艘 には2人 が、

それ以外には3人 ずっが乗 り込んでいた。1艘 目にはイヌイット1人 と筆者が、2艘

目には中年のイヌット3人 が乗っていた。 この2艘 は朝、アク リヴィク村を同時に出

発 し、夕方村に帰 り着 くまで行動をともに した。3艘 目には隣村のプヴンニッック村

から来た3人 の中年ハ ンターが乗 り込んでいた。彼 らは3週 間ほど前か らシロイルカ

を捕獲するためにケープ ・ス ミス島でキャンプを行 っていた。 これ ら3艘 の小型 ボー

トは狩猟場で合流 し、合同でシロイルカの到来を見張 ったが㍉1頭 も発見できなかっ

た。

　事例2

　 1999年10月16日(土 曜日)に は、休日であったためにいっもより多い8組 のハ ンター

がケープ ・スミス島の南側ヘ シロイルカを取 りに出猟 し、6頭 のシロイルカを捕獲 し

た。8組 のうち1組 はプヴンニッック村から来た若いハ ンター3人(事 例1と は異な

るグループ)で あった。

　獲物はケープ ・ス ミス島の浜辺 に運ばれ、狩猟に参加 した古老の指示 に従 って解体

が行われた。 アク リヴィク村のハンターは、1頭 分をプヴンニッック村か ら来たハ ン

ター3人 に贈呈 した。残 りの5頭 を猟に参加 した村のハ ンターが必要に応 じて 自分の

分を取 り、一部はケープ ・ス ミス島に貯蔵 した。捕獲 したハンターは自分の取 り分 と

残 りを小型ボー トに積み、アク リヴィク村へ帰 った。

　船外機付 きボー トはアクリヴィク村 に近づ くと、ライフルを空に向かって連射 し、

村人にシロイルカのマッタックと肉を持ち帰 ったことを知 らせた。そのライフル音を

聞いた村人はビニール袋を持参 し、浜辺の小型ボー ト置 き場へと集まって くる。 シロ

イルカを捕獲 したハ ンターは、厚さ2セ ンチメー トルあまり、縦横30セ ンチメー トル

x60セ ンチメー トルあまりの大きさのマッタックを1枚 ずっ村人へ手渡す。私の下宿

先の主婦 も1枚 もらってきた。 この1枚 は大人4人 と子供4人 か らなる下宿世帯にお

いて2食 分になった。

　事例3

　 1999年10月19日(火 曜 日)に は、4組 のハンターが船外機付き小型ボー トで出猟 し、
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午後5時 過 ぎにシロイルカを1頭 しとめたが、暗 くなったため、解体せず、場所を特

定するために赤色のプラスチック製石油缶を目印として付 け、ケープ ・ス ミス島の近

くの海中にロープで係留 して きた。 このシロイルカはプヴンニツック村か ら来た若者

の1人 が生まれてはじめて捕獲 したものであった(注7)。 このシロイルカのマ ッタッ

クと肉は、アクリヴィク村のイヌイ ッ1トに分配 された後、大半がプヴンニツック村へ

と持ち帰 られた。

　事例4

　 1999年10月23日(土 曜 日)に は、出猟 した中で2組 のハ ンターが6頭 の シロイルカ

を捕獲 し、2頭 をケープ ・スミス島に残 し、4頭 をハ ンター間で分配 した後、残 りを

村に持ち帰 った。捕獲 したハ ンターは村の浜辺に集 まった40人 以上の村人に1、2枚

ずつマ ッタックを分配 した。

4-1-2　 獲物の分配

　 シロイルカは群をなすため、事例2と4の ように1999年10月 には1度 に6頭 程度捕

獲されることがあった。 シロイルカを しとめた人、その猟に参加 したハンター、解体

現場に遭遇 した人たちが解体を行い、 まず、各自の必要に応 じてマッタックや肉を取

った。 これは第一次分配である。

　ハ ンターたちはそれか らマ ッタックや肉をボー トに積んで村 に帰 った。村の前浜に

到着する3分 くらい前か ら小型ボー ト上で彼 らはライフルを空 に向かって連射 し、 シ

ロイルカを持ち帰 ったことを村人に知 らせた。また、ハ ンターないしはその妻が、ハ

ンターたちの帰村直後にFMラ ジオ局へ電話をかけ、 シロイルカのマッタックが欲 し

い人は小型ボー ト置き場のある浜辺まで取 りに来るようにと村全体へ放送することが

あった。

　合図やラジオ放送を聞いた村人は三々五々にビニール袋を手 にして小型 ボー トの所

に集まった。2頭 以上取れた場合には、ハ ンターたちは、一人につき縦約60セ ンチメー

トル、横約30セ ンチメー トル、厚 さ約2セ ンチメー トルのマッタックを1、2枚 づつ

もらいに来た村人に手渡 した。 このように してすべてではないが、村人に獲物が分配

された。 これが二次分配である。

　さらにこの狩猟に参加 したハ ンターは、親兄弟、祖父母、子 どもたちなど近親族

(restricted　ilagiit)にマッタックや肉を分配 した後、残 った肉とマ ッタックを自宅の

冷凍機に保存 した。狩猟後数 日は、おもに親戚や近所の者がハ ンターの家を訪れ、食

事に参加することによって再度、分配が行われた。 さらに、浜辺で肉やマ ッタックを

入手できなか った村人や親戚の者がそれらをハンターの家にもらいに来ていた。また、

ハ ンター自らは人に託 して、 シロイルカのマ ッタックをモントリオールで勉強 してい

るイ トコに届 けたり(事 例2の 場合)、 隣村 に住むオ ジやオバに届けた りすることも

行われていた。

　このようにハ ンターたちが個人で捕獲 した シロイルカの肉やマ ッタックは、親族や

　 37一



人文論究 第70号

近所の者を中心に分配 され、最終的には多数の村人の口にはいることになる。 さらに

分配 を受けた村人の中には、マッタックをプヴンニツック村やイヌクジュァク村を訪

れる村人に託 して、そこに住む親戚の者に贈呈 していた。

4-2ハ ンター ・サポート・プログラムを利用 した村有大型 ボー トによるシロイル

カの捕獲と分配

4-2-1村 有大型ボー トによるシロイルカの捕獲

村 は毎年10月 頃にハ ンター ・サポー ト・プログラム(注8)を 利用 して6人 のハ ン

ターをイヴイヴィク村付近の狩猟場へと派遣 し、村人のためにシロイルカを捕獲させ

る。 アクリヴィク村には村有大型ボー トが1隻 ある。その大型 ボー トの船長と副船長

2人 は固定であるが、残 りの4人 については公募を した後、定員以上の参加希望者が

いる場合には、村会議員 と船長が相談 して決める。1999年 の参加者の年代 と報酬(日

当の合計)は 次の通りであった。

船長

副船長

船員

年齢

40歳代半ば

40歳 代半ば

60歳代後半

40歳代半ば

10歳代後半

10歳代後半

10歳代後半

日当の合計

$1550

$1200

不 明(途 中 で抜 ける)

$375(途 中 で抜 ける)

$1275

$1230

$300(途 中 か ら参加)

近年はイヴイヴィク村方面へ出猟 しているが、その際には村有の大型 ボー トに船外

機付き小型 ボー ト1艘 を搭載 して行 く。出猟中は狩猟場の近 くか、イヴイヴィク村の

沖に停泊する大型ボー トで夜を過 ごす。狩猟方法は、基本的には5-1と 同じである

が、大型ボー トもシロイルカの追跡に利用する。

出猟期間中、参加 したハ ンターには日当が支払われる他、大型ボー トの燃料やハ ン

ターの食料、銃弾などが支給される。船長は通常、村全体 に分配す るのに十分なシロ

イルカを捕獲するまで狩猟地に滞在するが、10頭 程度捕獲できれば村 に帰る。

1999年 の10月10日 か ら10月27日 まで村に雇われたハ ンターは村有大型 ボー トを利用

して シロイルカ猟に出猟 した。そして15頭 のシロイルカを捕獲 し、村に持ち帰 った。

7人 のハ ンターには参加 した日数に応 じて給料が支払われたほか、最後 まで狩猟に従

事 した5人 には欲 しい部位のマッタックや肉を取 ることが許 された。そして残 りのマッ

タックや肉は村人へと無料で分配された。

4-2-2村 有大型ボー ト捕獲のシロイルカの分配

10月28日 の午後1:30す ぎに大型ボー トか ら浜辺にシロイルカのマッタック、頭部、

肉が運ばれ始めた。さらに私有大型 ボー ト(1号)の 船長から7頭 分のシロイルカの

マッタックと肉が村へ寄付 された。ハ ンター ・サポー ト・プログラムを利用 したシロ
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イルカ猟ではマ ッタックを全世帯に平等分配することが原則とされているので、村役

場の係りから指名された老人2人 がマ ッタックを(ハ ンターの世帯を除いた)78世 帯

に平等に分ける作業を行 った。

　午後4:30過 ぎに村人が浜辺に集まり、村長の号令の後で好 きなマッタックの山を

取 り、持参 したプラスチック袋かプラスチ ック箱に入れて自宅に持 って帰 った。分配

場所に取 りに来 ることができない老人や寡婦の世帯 には村から委託された人がスノー

モービルや トラックでマッタックを配達 した。 シロイルカの頭部や肉の部分は欲 しい

人が取 っていくことが許されていた。世帯の規模によって差があるが、1世 帯あたり

マッタックだけでも10か ら30キ ログラムを入手 した。余った肉や頭部は村有の冷凍庫

に納められ、将来、欲 しい人が取 りに行って もよいことになっていた。私の下宿先の

主人は30キ ログラムあまりのマ ッタックをもらってきた。

4-3　 私有大型 ボー トによるシロイルカの捕獲 と分配

4-3-1　 私有大型 ボー トによるシロイルカの捕獲

　 アク リヴィク村には私有大型 ボー トが2隻 ある。捕獲のやり方や狩猟地は村有大型

ボー トの場合とほぼ同 じであるが、ボー トの持ち主(船 長)は 連れていくハ ンターを

腕の良い者や親戚の者か ら選ぶ点で異なる。 また、ハ ンターには給料は支払われない

が、獲物が全体の捕獲量 に応 じて分配される。出猟にかかる経費 は大型ボー トの所有

者やその親戚、同船 したハ ンターが分担 して支払 うことになる。1999年 の10月 には2

隻とも出猟 した。仮にその2隻 を1号 と2号 と呼んでお く。

　事例5

　 1号 の船長 は村 の中のハ ンターで彼の大型ボー トで狩猟に行 くことを希望する者の

中からよ く働 くと考えられる者を選抜 した。今年の乗組員は、船長のオイ(弟 の息子)

を除けば、広義の 「イ トコ」か友人か ら構成されていた。

　 1号 は1999年10月8日 か ら10月27日 までイヴイヴィク地域へ行 き、 シロイルカ猟に

従事 した。アクリヴィク村か らまず、4時 間半かけてクーヴィク(Kuuvik)へ 行 き、

そこで1泊 し、カヌーで川をさかのぼ って魚をとった。翌日、5時 間かけてアウラティ

ヴィク(Aulatsivik)へ 行き、 そこで1泊 後、ディグス諸 島(Digges　 Islands)へ 向

か った。 ディグス諸島のサカヤーク(Sakkajjaak)が キ ャンプ基地である。 そこに

は3隻 の大型ボー トが停泊 していた。同方面にはすでにアクリヴィク村か ら他の2隻

の大型ボー トが、プヴンニツック村から3隻 大型ボー トが、サルイ ト村か ら1隻 の大

型ボー トが シロイルカ猟にきていた。

　狩猟のや り方は次の通 りである。

　　　 1　 風が強 くない日には、ハ ンターは朝の5時 頃に起 きて、無線通信機を利

用 して、その日の狩猟場を他の大型ボー トのハ ンターと相談 して決める。

　　　 2　 2隻 の大型ボー トが島の周 りをゆっくりと1周 し、 シロイルカを探す。

時々は島の小丘に登 り、そこか らシロイルカを探す。 シロイルカを発見すると、船外
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機付 き小型 ボー トを海 におろすとともに、 ライフルや離頭銛 の準備をする。

　　　 3　 船外機付 き小型 ボー トと大型 ボー トを利用 して シロイルカを海側か ら島

側や浅瀬へと追い込む。追いつめ た後、 ライフルを撃 ってから離頭銛 を撃っか、離頭

銛を撃 ってか らライフルを撃っ。

　　　 4　 大型 ボー トで獲物をキ ャンプ地まで運び、陸上げせずに船上で解体 し、

大型 ボー トの貯蔵庫に入れる。

　　　 5　 大型ボー トの貯蔵庫が獲物でいっぱいになるまで、狩猟を続ける。

　大型ボー ト1隻 にっ きシロイルカのマッタックや肉を50頭 分 くらいまで積載が可能

であると言 う。 しか し、今年は3週 間過ぎてもあまり取れなかったので12頭 でやめた。

　事例6　 2号 の場合

　 2号 は9月 末か ら7人 で出猟 したが、途中2人 が抜けたために5人 で捕獲 した6頭

のシロイルカとともに10月20日 に村に帰ってきた。2号 も1号 同様に船長が乗組員を

決定 した。船員は船長 とは広義の 「イ トコ」や 「オイ」に当たるが、近親族ではなか

った。乗組員のうち2人 は最初の約2週 間 シロイルカが全 く取れなか ったので、イヴ

イヴィク村から定期航空便でアク リヴィク村に帰 ってきた。 このため、その2人 はシ

ロイルカの実際の捕獲には参加 しなかった。 シロイルカの狩猟方法は1号 と同 じであ

る。

4-3-2　 私有大型ボー ト捕獲のシロイルカの分配

　 1号 は10月 に3週 間出猟 し、12頭 のシロイルカを捕獲 した。7頭 はアクリヴィク村

に寄付 し、5頭 を乗り組んだ6人 で平等に分配 した。 アク リヴィク村に寄付 したマッ

タックと肉に、10月28日 に村有大型ボー トの ものとい っしょに、村人に分配 された。

1号 の船長は2号 の船長の場合とは異なり、公の場で村人に直接、獲物を分配するこ

とはなかった。

　 2号 が捕獲 したシロイルカの数は6頭 であった。10月21日 の午後にはアクリヴィク

村北側の海岸において2号 の船長 とハンターが獲物を分配 した。船長 とハ ンターが大

型ボートか ら小型ボー トを利用 して獲物を浜辺へ運び、獲物の肉、マッタック、頭部

を海岸 に敷いたビニールの上 に並べた。それか ら船長の指示に したが って、マッタッ

ク、肉、頭部、ひれを参加 したハ ンターの間でほぼ平等に分配 していった。それ らは

7つ の箱に入れ られ、船長(1箱 分)と その親族(2箱 分)、4人 のハ ンター(各1

箱分ずつ)の 家へ配達された。残 ったマ ッタックや肉は、村人に分与された。

　船長 はFMラ ジオの放送によって村人 にシロイルカの分配を知 らせた。その後、村

人が三々五々にやってきて残 されたマッタックを食べたり、船長か らマッタックや肉

をビニール袋へ分 けてもらった。村人への分配 も船長が取 り仕切 っていた。観察 した

限 りでは8人 の村人が直接の分配を得た。 この8人 は自発的に分配場所までマ ッタッ

クや肉をもらいにきた村人たち(物 理的に浜辺のすぐ近 くに住んでいる人が多かった)

であり、船長の近親族とは限らなか った。
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　 シロイルカの頭部や肉が残 ったので、 ビニール ・シー トをかぶせ、カモメに食べ ら

れないようにした。残 りの肉を村人は自由にとることがで きるが、私有大型ボー トで

の狩猟の場合、船長たちが資金を出し合 って シロイルカ猟に行 ったものであり、村人

はあまり獲物の分配を期待 していなか ったように思われる。また、船長 は遠征途中で

村に帰 った2人 のハンターにはマ ッタックや肉を直接的に分配 しなか った。

(5)シ ロイル カの分 配 と社 会的効果

5-1　 伝 統的 な シロイ ルカの捕獲 と分配 との比較

　 ヌナヴ ィクの イ ヌイ ッ トが定住 化す る1960年 代 以前 には、 カヤ ック数隻 で シロイル

カを浅瀬 に追 い込 み、 ライフル と錆 を用 いて捕獲 す ることが一般 的で あ った。1920年

代 か ら1950年 代 には、10人 く らいか ら最 大約100人 が 夏 キ ャ ンプを構成 す る ことが あ

ったが、 シロイルカのよ うな大型 海獣 はキ ャ ンプ全体 で分配 され ることが一 般的で あ

った(岸 上1998a:78-85)。

　 1960年 代 に ヌナ ヴィクの サルイ ト地域 で調 査 を行 った グ レバー ンは、分 配の ルール

を次の よ うに指摘 してい る(Graburn　 1969:66-67)。

1　 シ ロイ ルカ、 セイ ウチ、 ア ゴ ヒゲアザ ラ シ、 タテ ゴ トアザ ラ シな ど重量 が250ポ

ン ド(約115キ ロ グラム)を 越 す獲物 はキ ャンプにい る人 全員 に何 らかの や り方 で分

配 され た。

　　 　 2　 カ リブー、 ワモ ンアザ ラシ、 若 い アゴ ヒゲア ザ ラ シ、 若 い タテ ゴ トアザ

ラシの よ うに重 量が50ポ ン ド(約23キ ロ グ ラム)か ら250ポ ン ド(約115キ ロ グラム)

ま での獲物 は、 近親族 の問で お もに分配 された。

　　 　 3　 鳥 、 ウサ ギ、卵 な ど小 さ い獲物 は、 捕 獲 した人 の世帯 の もの とな り、 分

配 され ない。

　　 　 4　 3で も量 が多 い ときには、1や2の ルールが適用 され る。

　 シロイルカの場合 は、 キャ ンプを構 成す る全世帯 での分配 が原則 であ った。 この ルー

ルは現 在で も、規 範 と して存在 してい る。 しか し、1990年 代 後半 の アク リヴ ィク村の

よ うに人 口約400人(87世 帯)の 村 で は1頭 の シロイル カを全世帯 で分配 す るの は物

理的 に難 しい。 シロイルカが1頭 しか獲れ ない場 合 は近親 族の間 でのみ分配 され る場

合 と、 ハ ンターによ って は20セ ンチメ ー トル四方 の マ ッタ ックで も全世 帯(現 実的 に

は欲 しい世帯 ない し、 もらい に来 る世 帯)に 分配 す る ことが ある(注9)。

　 1999年 の アク リヴ ィク村 にお ける シロイルカの分配 は次 の よ うであ った。船 外機付

き小型 ボ ー トで出猟 したハ ンターが3頭 以上 の シロイルカを捕獲 した場 合 には、 ハ ン

ターが小 型 ボー ト置 き場 にマ ッタ ックを も らいに来 た人全 員に対 し、縦60セ ンチメ ー

トル横30セ ンチメー トル、厚 さ2セ ンチ メー トルあ ま りのマ ッタ ックを1、2枚 づっ

分与 した。獲物 の大半 はハ ンターとその近親族 の間で分配 され、消費 され た。

　私有 の大型 ボー トに よる シロイルカ猟 で は、ハ ンターとボー ト所有者 の近親族 に は
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30キ ログラム以上のマッタックが分配 されたが、10人 程度の村人が直接の分配を受け

たにすぎなか った。

　 ハ ンター ・サポー ト・プログラムによるシロイルカ猟では、村の全イヌイッ ト世帯

に10キ ログラムか ら30キ ログラムのマッタックが分配 された。

　 このように捕獲頭数や捕獲主体によって分配されるマ ッタックや肉の分量が異なる

が、 ここで強調 しておきたいことは、村人全員にもしくは多 くの人 に分配すべきであ

るという規範が現在でも機能 していることである。

5-2　 アク リヴィク村におけるシロイルカ資源の重要性

　 ライフル、船外機付 き小型ボー ト、スノーモービルなどの利用によって、狩猟単位

の個人化が進展 してきた。それまで複数のハ ンターが協力 して携わっていた狩猟活動

が、新 しい道具を利用することによ って1人 か2人 のハ ンターで行 うことができるよ

うになった。 このような状況の中で、船外機付 き小型ボー トを利用 した シロイルカ猟

では2人1組 のハ ンターが単独ない しは複数組で、大型ボー トを利用 したシロイルカ

猟やセイウチ猟では6人 あまりのハ ンターが共同 して狩猟活動に従事する数少ない狩

猟である。

　 この共同作業によって得 られた獲物については、ハ ンター間での分配が行われるほ

か、ハ ンターの親族や他 の村人へ分配される。

　船外機付 き小型 ボー トを利用 したシロイルカ猟の場合には、狩猟に参加 したハンター

が自分の分を取 り、残 りを取 りに来た村人に分配する。ハ ンターは自分の取 り分の中

から親族にも獲物を分配する。 この狩猟による分配では、獲物の総量が少なければ、

アクリヴィク村の全世帯 には分配物が届かない可能性がある。

　私有大型ボー トを利用 したシロイルカ猟に参加 したハ ンターたちがマッタックと肉

の大半をとり、大型ボー トの船長の指示によってハ ンターの間でほぼ平等 に分配され

る。ハンターに分配 した後に、残 った肉やマ,1タ ックを欲 しい村人に船長が分配する。

なお、ハンターたちは自らの取 り分の中からマ ッタックや肉を彼 らの親族 に分配する。

　一方、ハ ンター ・サポー ト・プログラムによる村有大型ボー トを利用 した シロイル

カ猟では、村によって派遣されたハンターが自分の分を取った後に、すべてのマッタッ

クと肉は原則 として全世帯へと分配される。

5-3　 検討

　すでにフリーマンら(Freeman　 et　al.1998>に よって シロイルカ資源は極北先住民

イヌイ ットやイヌヴィアルイ トにとって食料資源 として、さらに社会 ・文化的に重要

な資源であることが指摘されているが、ここでは資源の分配に係わる社会関係に着目

して検討を加えてみたい。

　食料の分配には一種の相互扶助という経済的な機能がある。 しか しまた、それ以外

の効果 もあるのである。 ここで提示 した事例が示すように、 シロイル カのマッタック

や肉は総量の多寡に関係なく、誰か と必ず分配される。 さらにそれ らは食事や贈 り物
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を通 して再度、分配 されてい く。 この分配 という社会的実践によって、分配が行われ

るネットワークの基になる社会関係が繰 り返 し利用され、その関係性が再確認され、

社会関係が再生産されていくのである。特に、ハ ンター間の関係、ハ ンターと彼 らの

親族、近所の者、友人、同名者(sauniq)、 助産人(sanaji)と の諸関係が食料資源の分

配 という実践によって再生産されている。

　 また、イヌイ ット流の獲物の分配は、相互に助け合 うイヌイットという自覚と仲間

意識を生み出 し続ける。ハンター ・サポー ト・プログラムによる村全体での分配では、

村人意識、村全体での助け合いの規範が確認 され、維持、強化されているのである。

　イヌイットをめ ぐる政治 ・経済状況が大 きく変化 した現在、食料資源の分配 という

実践 は、助け合いという機能のみならず、社会関係や仲間意識(イ ヌイット意識)の

再生産 と深 く関連 している。 このように見ると、アク リヴィク村のシロイルカ猟 とそ

の獲物 の分配 は、経済的かっ、社会 ・文化的に重要な実践である。かかる理由からも

イヌイ ットにとって シロイルカ資源を管理 し、長期的な視野に立 って持続的に利用 し

ていくことは重要な課題である。

(6)結 びにかえて

　 ここでは、カナダ ・ヌナヴィク地域 におけるシロイルカ資源の管理の状況 とアクリ

ヴィク村 における1999年10月 の シロイルカ猟とその獲物の分配 について報告 した。

　ヌナヴィク地域 においては、 シロイルカのマッタックや肉はハ ンター間、親族や他

の村人へと分配されるため、 イヌイットの全世帯に行き渡 っている。さらにこの分配

の社会的実践は村人意識、イヌイットであること、既存の社会関係の再生産に貢献 し

ている。 シロイルカ資源をイヌイットが持続的に利用することは、イヌイットの社会

関係や意識の再生産 にとって重要な要素のひとつであると言える。

　1996年 より5力 年計画でマキヴィクが中心となりシロイルカ資源の管理を実施 して

きた。その中心は、村 ごとの捕獲頭数割 り当て制の実施であった。 ここではヌナヴィ

ク地域における資源管理の問題点を整理 しておきたい。

　筆者の調査によると、共同管理 の一端を担うシロイルカの捕獲頭数割 り当て制の実

施には問題がある。 ヌナヴィクのイヌイッ トは村 ごとにシロイルカの捕獲制限が課せ

られていることは知 っているものの、個々人のハンターの狩猟行動にはほとんどその

制限が反映されていない。 シロイルカ資源は減少 していないと主張する多 くのイヌイッ

トは、 シロイルカ資源が減少 しており、捕 りすぎは禁物であるというマキヴィク調査

部の見解や、捕獲頭数割 り当て制の理由を十分には理解 していないのである。また、

村役場が村人のシロイルカの捕獲頭数を逐一調べているわけでもない。例えば、1年

間の捕獲頭数の割 り当てが15頭 であるアク リヴィク村では、1999年 の10月 か ら11月に

かけて少な くとも46頭が捕獲 されていた。 この頭数は国や州による法的な規制ではな

いため違法ではないが、共同管理の取 り決めか らみると好ましい捕獲頭数ではない。
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　 現在の共同管理の制度を実施す る場合には、資源の現状や村 ごとの捕獲頭数割 り当

ての意義について村人に熟知 してもらう必要がある。一方、資源管理を行 う側(代 表

者)は 村人の意見を十分に聞 くべきである。そのためにはマキヴィクの調査部と狩猟 ・

漁労 ・ワナ猟協会は各村で説明会や意見交換会を繰 り返 し実施 し、地元からの主体的

な協力を得ることが不可欠である。

　 シロイルカのような大型の海洋生物 は広域を回遊するため、異なる地域に住むイヌ

イットがその同じ資源を利用することになる。第二の問題は、他の地域のイヌイット、

特にヌナヴ トのイヌイ ットとの資源利用をめぐる関係である。諸権益請求問題(land

claims)が カナダ政府 と4っ の地域のイヌイッ トとの間で話 し合われた結果、現在 の

イヌイッ トは北西準州、ヌナヴ ト、ヌナヴィク、 ラブラ ドールの4つ の行政地域 に分

割されており、それぞれ異なる規則が適用 されている。同一の回遊海洋資源を利用 し

ている場合で もヌナヴ トとヌナヴィクのイヌイ ットの間では異なる規制が適用 される

のである。資源を地域間で適正に配分 し、公平に利用するたあには、相互狩猟権など

ヌナヴ トとヌナヴィクの代表者による話 し合いと取 り決めが不可欠 となる(注10)。

同一の資源が地域外や外国の人々、企業によって開発や利用の対象になっている場合

には、事情がより複雑になることはいうまでもないことであるが、当事者(利 害関係

者)間 の対話 と相互合意のみが資源開発 ・利用問題の解決の糸口になる。この場合、

国家や地方 自治体の調整者 としての行政的な役割が重要 となる。国家や自治体が公平

性を欠 く場合には、NGO組 織 らの監視者 としての役割が重要になると言えよう。

　第三の問題は、食料資源の安全性の問題である。ヌナヴィクのイヌイットは、「ジェー

ムズ湾および北ケベ ック協定」(1975)の 中で、カナダ政府やケベ ック州政府 と環境

保全に関 して協定を締結 しているが、政策 としては効果的に実施 されていない(Peter

s1999)。 近年、極北地方は汚染物質の沈殿場所であるとの指摘がなされるようにな

った。極北地方に熱帯や温帯地域か ら化学的汚染物質が海流やジェット気流によって

運ばれ、それが北極海周辺に沈殿 し、食物連鎖 を経てPCB、 　DDT、 水銀など有害物

質が動物の体内に蓄積され、それを摂取すると人体に悪い影響が出て くる可能性があ

る。1980年 代後半 に実施された母乳調査がきっかけとな って90年 代 より極北地域全域

において環境汚染の調査やイヌイ ットの健康調査が実施 されるようになった。そのよ

うな成果をふまえて資源管理の対策を講 じるべきである。すなわち資源の安全性とい

う質的な側面が資源管理の上で重要になる。

　動物資源の存続や安全性を左右する環境問題は、その原因をさかのぼれば熱帯や温

帯地域における化学農薬や殺虫剤の利用や工業廃棄物であり、地元のイヌイットだけ

では解決することが不可能であり、カナダ政府、諸外国の政府や国際連合の協力が不

可欠である。極北地域の海洋資源の管理は、極北地域やカナダという国を越えた国際

問題であることがわか る(注11)。

　ここで見てきたように、極北地域 における海洋資源を持続可能な状態で利用するた
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めには、数量 と安全性、公平 な資源利用 ・分配 という量的かつ質的な資源管理が必要

である。 さらに、極北地域における食料としての海洋資源の管理は地域内、地域間、

国家 と地域、国家間のさまざまなレベルの ことがらが輻輳 しなが らかかわ っており、

広い視野 と協力な くしては成功 し得ない事業であると言えよう。そして当事者である

イヌイッ トだけの努力では資源 ・環境問題を改善 したり、解決することができないこ

とを我々は地球に住む一員 として肝に銘ずるべ きである(注12)。

　最後に、先住民による資源の利用と管理 に関する研究アプローチについて簡単に述
べておきたい。本研究 は問題解決の研究 と言 うよりも問題提起で終わって しまったが、

ここで提起 した資源管理の問題を今後、どのように研究すべ きなのか。筆者は、近年、

脚光を浴びつつある広義のポリティカル ・エコロジー論(political　ecology)1ご注 目し

たい(注13)。

　資源問題 は地球環境問題 と不可分な関係にあるが、後者については1980年 代後半以

降、人文地理学者、社会学者、文化人類学者 によってポリティカル ・エコロジー論の

視点か ら活発に研究されるようになって きた。そこでは、「広義のポ リティカル ・エ

コノミーの概念を導入 し、人間による資源利用の政治経済的側面 に焦点を当て、 ミク

ロないしローカルな文化 ・社会組織との機能的連関よりも、よりマクロない しグロー

バルな政治経済 システムとの関係にまで視野 を拡大」 している(金 沢1999:225)。 金

沢は既存のポ リティカル ・エコロジー論のレビューを通 して、当事者の相互作用に焦

点を据える 「アクター分析」、環境に係わる 「政策 ・制度分析」、「言説分析」を、地

元での資源利用の実態調査と総合 させる必要性を述べている。さらに環境問題にっい

て環境破壊の連鎖性を考慮 に入れることを主張 している(金 沢1999:226-229)。

　先住民が係わる資源問題の課題の一っが地球環境を破壊することな く、先住民とそ

れ以外の人々が社会生活を営む上で必要な資源を持続的に利用するための資源管理の

方法を模索す ることであるとすると、金沢の主張は先住民 の資源問題を考える上で、

ひとつの指針を示 している。先住民が直面す る資源問題の解決を目指すたあには、現

地での先住民による資源の利用と管理の実態にっいて現地調査を行い、ポ リティカル ・

エコロジー論の視点か ら、(1)資源問題の発生 とその原因、(2)資源問題の社会 ・経済

的な諸影響および環境への諸影響、(3)資源問題に係わる動的な連環性 を調査 ・研究

することが不可決であると言えよう。 カナダ ・イヌイットによる海洋資源の利用と管

理について、 ここで素描 した視点から研究することが、筆者の次の課題である。

(*)本 研 究 の資料 や情 報 は基盤研 究(A)2・ 海 外 「先住 民 に よる海 洋 資源利用 と管

理」(研 究代 表者　 岸上伸 啓　課 題番号11691053)の 一 部 と して、1999年9月17日 か

ら11月12日 ま での期間 にカ ナダ国 オ タワ、 モ ン トリオール、 クー ジュア ック村、 アク

リヴ ィク村 において収集 され た。 モ ン トリオールにお いて はマキヴ ィク調査部 のStas

Olpinski氏 か らマキ ヴィクの生 物資源調 査や管理 にっ いての話 しを うかが った。 アク
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リヴィク村ではAdamie　 Anautak、 　Adamie　 Alayco、　Lukassie　 Qinuajuak、 　Johny

Qaqutuk、 　Eli　Aullalukの 諸氏か らシロイルカ猟 について話 しを聞 いた。 また。

Ainalik　 Alayco氏 は2度 、小型 ボー トによるシロイルカ猟へ筆者 を同行させて くれ

た。 これ らの方々に感謝の微意を表すものである。本稿は2000年3月4日 に開催 され

た国立民族学博物館共同研究会 「先住民による海洋資源利用と管理」(岸 上伸啓代表)

および同年5月20日 に一橋大学で開催された日本民族学会第34回 研究大会において報

告 した原稿を書 き直 したものである。その原稿に対 し赤嶺淳氏(国 立民族学博物館)

とスチュアー トヘ ンリ先生(昭 和女子大学)か ら貴重なコメン トを頂いた、記 して感

謝する次第である。

　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　 注

注1)　 シ ロイルカにっ いて は、生 物学 的な研究(Born　 et.　al.1994;Heide-Jorgensen

et.al.1998;Richard,　 P.R.et.a1.1998a,　 b;Hubbard　 et.al.1999)、 考 古 学 や エス ノ

ヒス トリー研 究(Lucier　 and　 Vanstone　 1995;Savelle　 1995)、 民 俗知識(Huntington,

et.　a1.1999;Mymrin　 1999)、 狩 猟 の変 化(Morseth　 1997)、 共 同管理(Adams　 et.al.

1993;Richard　 and　 Pike　 1993)な ど につ いての研究が近年 、盛ん に行われ てい る。

注2)遺 伝 子 分析 は、 イ ヌイ ッ トの どの地域 グル ープが、 どの グル ープの シロイル

カを捕獲 して い るかを確定 す るために実施 されてい る。

注3)イ ヌ イ ッ トが使用済 みの乾電池、 石油缶、 プ ラスチ ック袋 などを ッ ン ドラ上 や

海中 に投棄 す ることか らの環境 への悪影響 も存 在 して いる(ス チ ュアー ト　 1992:81)。

注4)HFTAは 各 村 に委 員会 が あ り、 本部 はク ー ジュア ックのマ キ ヴ ィク ・ビルの

中 にあ る。主 な役 割 はヌナ ヴィクのイ ヌイ ッ トに資源管理 にっいて の問題 点を知 らせ

るこ とであ る。 同委 員会 の決定事 項 は法 的な権威性 を も って いな い。一方、 狩猟 ・漁

労 ・ワナ猟調整委員会(HFT　 Coordinating　 Committee)は カ ナ ダ連邦政府、 ケベ ッ

ク州政府 、 ク リー、 ナ スカ ピ、 ヌナヴ ィク ・イヌイ ッ トの代表 か らな り、年 に4回 、

動植物 資源 の管理 にっ いて ア ドヴ ァイスをす る。 また同委員会 はライセ ンス、調査許

可、狩猟 権 を与 え る力 を持 っ。

注5)1980年 代 の半 ばか ら1993年 頃 まで、 アク リヴ ィク村 の村有 大型 ボー トはハ ドソ

ン湾 の南 方 にあ る リッチ モ ン ド湾 まで約2週 間遠 征 し、 シロイル カ猟 を行 って いた

(岸 上1993)。 ガ ソ リン代 ほか経費 がか さむた め狩 猟地 は リッチモ ン ド湾か らイ ヴイ

ヴ ィク村 周辺へ と変更 にな った。

注6)1999年10月 に はプヴ ンニ ツ ック村 か ら来 た2っ の グループの うち1っ は、 ケー

プ ・ス ミス島 でキ ャ ンプ生活 を送 りなが ら、 シロイル カ猟 に従事 して いた。

注7)シ ロ イルカのよ うな大型動 物 を捕 獲す る ことは、1人 前 のハ ンターにな った証

とな る。 は じめて シロイルカを捕 獲 した若 者 は、 シロイル カの頭部 をまる ごと、彼 の

助産人 にプ レゼ ン トす るため に、 プヴ ンニ ツ ック村 へ持 ち帰 った。
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注8)ハ ン ター ・サポ ー ト・プ ログ ラム とは、「ジェームズ湾お よび北 ケ ベ ック協 定」

(James　 Bay　 and　 Northern　 Quebec　 Agreement)を 締 結 した結 果、 ケベ ック州政府

が1982年12月 に法案83と して制 定 した ものである。 その プログラムの 目的 は、イヌイ ッ

トの狩猟、 漁労、 ワナ猟な ど食料 獲得活動 を促進 させ、長 期的 に維 持 させ、 かっ その

よ うな活動 か ら得 られ る産物 をイ ヌイ ッ トに供給す る ことを保 障す る ことで あった。

その プ ログラムの資金 の運用 は、 配分後 は各村 に任 されて お り、村 用の大型 ボー トや

大型 冷凍庫 を購入 した り、肉 や魚 を村 のハ ンターや隣村 か ら購入 し、村人 にそれ らを

無料 で提供 す ることが可 能 とな った(岸 上1998b:32-33,1998a,　 c)。

注9)イ ヌイ ッ トの人 口が1265人 あ ま りの ウ ンガヴ ァ湾 にあるクー ジュア ックで は、

1999年 の初夏 にある親子 が カ ンギ スク村 の近 くで シロイル カを2頭 捕獲 した。 その親

子 は20セ ンチ メー トル四方の大 きさににマ ッタ ックを切 り、村 の全 世帯へ と分 配 した

と言 う。 また、 同年、学 校の狩猟 実習で子 ど もちが シロイルカを1頭 捕獲 したが、 そ

れは同村 の老人 が いる40世 帯 へ分 配 したと言 う。

注10)ヌ ナ ヴ トとグ リー ンラ ン ドとの間 に もシロイルカな ど鯨類 につ いて 同様 な問題

があ り、 国際協 定が あ る(Richard　 and　 Pike　 1993)。 ア ラス カ北西 部 とカ ナ ダ西部極

北 地域 の先住民 の間 で共 同管理 のた めの委員会(Adams,　 et.al.1993)を 創 設 しよ うと

したが、 これ は失敗 した。

注11)グ リー ンラ ン ドや カナダ、 アラスカのイ ヌイ ッ ト、 ア ラスカ とロシアのユ ッピヅ

クか ら構成 されるイ ヌイ ッ ト環 極北会 議(lnuit　 Circumpolar　 Conference略 称ICC)

で は 、極北地域 の 自然環境 の悪化 とその イヌイ ッ トの健康 へ の悪影 響を懸念 して、 そ

の防止 対策 を世 界 の諸外国 へ呼 びか けてい る(Damas　 1996:390-392)。 詳 しくはICCの

ホ ームペ ー ジinuitcircumpolar.comを 見 られた い。

注12)地 域 環境 問題 との関連で第三世 界の ポ リテ ィカル ・エコノ ミー論 を概観 した金

沢謙 太郎 は、「第三世 界 の環 境 や資源 をめ ぐる問題 は、 今 や同時 に 日本 国内 の問題 で

もある。 それ は、第 三世界 に対 して何 をす るか とい う問 いだ けで な く、 日本 国内 にお

いて何 をす るか とい う社 会的 ・政 治 的な選択肢 とも関 わ って い る」(金 沢1999:224)

と述 べて いる。

注13)ポ リ テ ィカル ・エコ ロ ジー論 につ いて は、Greenberg　 and　 Thomas(1994)、

Bryant　 and　 Bailey(1997)、 島 田周平(1998)を 読 まれた い。 ポ リテ ィカル ・エ コロジー

関係 の専門誌 と してJournal　 of　Political　 Ecologyが1994年 に米 国 にて発 刊 されて い

る。
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